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Ὀ  

פּ  ṇ צּ ︡ ︡ ḵ 

קּ וֹפּ Ḯ אל ךּ

ṇ ṇ kahoẁאל ךּ שּ ḭ

שּפּ ṏ לּךּ פּ ṇ ︡

︡ ︡ Ḯ פּ אל ףּ

אל ḭ ṇ ṏ ḵ ṡ פּ Ṣ ︣Ḯ 

פּ  צּאל︡ ḭkahoẁאל

ךּ ṇּצ ︡ Ḯ

ṡ פּ Ṣ ךּ ḭקּ צּ

︡ Ḯ ḭ ḭ ḭ ךּ ︣Ḯ 

 
kahoẁאל  

ךּ קּ ︡ ẽ 

פּ     ḱ  kahoẁ 

 

פּ בֿ שּ   

ךּ טּ  כֿ  קּ צּ

ṇ ︡︠פּ   

1 1 צּ ךּ   

 

ẑּש  ︡נּפּ

 

ךּ︡ פּ נּ צּ שּ ︡ שּ  

ךּ קּ נּ  ︣צּ  

טּ צּ פּ  

 

 

 

kaho＊さんって？ 
 

横浜出身のピアノ弾き語りシンガーソングライター。 

幼い頃からピアノを習い始め、音楽に触れながら育ち、 

現在は、戸塚を中心に活動されている方なんです～ 

 

ḵ 

פֿ ךּ ךּ אל ḭ

טּ צּ ךּ︠פֿלּ ︡

ẽ 

ṡKahoẁ TME Ṣ 

~  

http://ameblo.jp/tme-azami/image-11933813223-13086064017.html
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み
な
さ
ん
、
ご
存
じ
で
し
た
か
？ 

ひ
か
り
の
パ
ン
工
房
デ
ム
で
使
用
し

て
い
る
卵
は
、
ラ
フ
ォ
ー
レ
さ
く
ら
で

販
売
し
て
い
る
も
の
な
の
で
す
。 

綾
瀬
市
に
あ
る
養
鶏
場
か
ら
仕
入

れ
て
お
り
、
安
心
・
安
全
・
新
鮮
で
品

質
は
折
り
紙
つ
き
！
利
用
者
さ
ん
自

ら
定
期
的
に
納
入
に
来
て
い
ま
す
。 

ひ
か
り
と
ラ
フ
ォ
ー
レ
さ
く
ら
の

素
敵
な
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
す
ね
。 

平 
な
る
ほ
ど
！ 

うまいっす！ 

Ẉ     

8 24 ṕ Ṗḭ ṇ שּאל טּ ḭ Ṅּפ

ףּ ךּ ךּ קּ ︡ ︡ Ḯ 

ḭ צּ קּ ṇ שּאל ṇ 2 ḭ ךּ

︡ ḭקּפּקּפּ Ṅ ︡ ︡ Ḯ 

 

 

Ẉ  

9 14 ṕ Ṗḭ ︡ ︡ Ḯ ḭ צּ

︡ ךּ ḭ צּ צּ נּ ךּ ḭ ︡

כֿשּךּ ︡ Ḯ 

 ḭ 2 1 צּוֹךּ נּ ךּ קּ ︡ Ḯ אל

ḭ ṇ ︡ ḭצּ Ṅ פֿ ךּ קּ ḭ

כֿ︣ צּ ḭקּ ṇ ḭ ︡ Ḯ 

 

 

 

 

 

地域活動支援センター ラフォーレさくら 

〒232- 0055横浜市南区中島町 2- 47- 3 

TEL 045- 710- 7355 

FAX  045- 710- 7353 

http://blog.goo.ne.jp/lafore - sakura 

 

 

 http://blog.goo.ne.jp/lafor

e- sakura 

 



キラッキラ星 第２０号     東戸塚地域活動ホームひかり   機関紙     平成２６年１１月２５日 

3 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

私
の
お
気
に
入
り
は
、
去
年
の
春
か
ら
飼
っ
て

い
る
モ
ル
モ
ッ
ト
で
す
。
里
親
募
集
で
引
き
取
り

ま
し
た
。
最
初
は
指
を
噛
ま
れ
た
り
、
威
嚇
さ
れ

た
り
と
全
く
懐
い
て
く
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。 

モ
ル
モ
ッ
ト
＝
大
人
し
い
動
物
だ
と
思
う
人
が

多
い
と
思
い
ま
す
が
、
う
ち
の
子
は
少
し
性
格
が

凶
暴
（
笑
）
な
よ
う
で
す
。
し
か
し
最
近
は
私
の

後
を
追
っ
て
き
た
り
、
膝
の
上
で
野
菜
を
食
べ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

 

そ
し
て
、
モ
ル
モ
ッ
ト
の
全
長
は
５
０
０
ml
の

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
く
ら
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

我
が
家
の
モ
ル
モ
ッ
ト
は
更
に
大
き
い
で
す
。 

ハ
ム
ス
タ
ー
と
同
じ
く
ら
い
だ
と
思
っ
た
ら
大
間

違
い
な
の
で
す
。 

 

そ
ん
な
モ
ル 

モ
ッ
ト
と
毎
日 

楽
し
く
暮
ら
し 

て
い
ま
す
！ 

 

５月２６日「障害者の意思決定支援を考える」 

     講師：柴田洋弥さん（日本自閉症協会理事） 

９月１０日「障害者権利条約の批准と意思決定支援」 

     講師：石渡和実さん（東洋英和女学院大学教授） 
 

戸塚区地域自立支援協議会主催の勉強会を５月と９月に行いました。共通するテーマは“意思

決定支援”。障害のある方の意思決定とその支援について、我々支援者がどう考えるのか？権利

擁護の視点からも重要なテーマです。 

５月は“意思決定支援”という言葉の生みの親でもある柴田洋弥さんをお招きしました。 

障害のある方の意思決定を支援するとはどういう事なのか、長年にわたる現場での様々な実体験

を踏まえてお話しいただき、意思決定支援についての国際動向、選挙権の保障、成年後見制度の

見直しなど様々な角度から考える必要がある事を学びました。 

９月は東洋英和女学院大学の石渡和実教授にお越しいただきました。 

日本の障害者福祉の歩みの中で「自己決定の尊重」が注目されてきた事、その後の障害者権利条

約において、意思決定支援がどのように示されているのか、とても分かりやすくお話していただ

きました。 

戸塚区内の様々な事業所から、各回とも５０名を超える参加があり、会場となった会議室は満

席で、勉強会終了後も意見交換、情報共有している姿があちこちで見られました。「ご本人の想

いをどう引き出して支援するのか」大切なテーマについて、今後も継続して考えていきたいと思

います。 

 

◆戸塚区地域自立支援協議会主催◆ 

勉強会を開催しました！ 
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■編集後記■ 

ḱṕ Ṗ ףּ ḭ ︡ ḵ︡

ךּ ḭצּ︣ צּ נּ ￼ṡּט Ḵֿכ

ḴṢוֹ ︡ פּ Ḯ ṏ 

ḱṕ Ṗ ḭ צּ קּ ︡ Ḯ

שּ ḭ פּ צּ ︡ ︣Ḯ 

ḱṕ Ṗ צּ ḭצּ︣

ḭ צּ קּ ךּ ︣Ḯ ךּ ṇ

טּצּ ḭ נּ שּ  ḵךּאל

◆齊藤理事長のご紹介･･･続き◆ 

︣ḵ 

ṕ ︡ Ṗ 

 ểỄ ỉ ṕ Ṗ 11:00 Ṍ15:30  

 ṇ פּ   

ẑ ḭ ṊHP ףּ ︡ ︣ 

日中活動及び一時ケア・ショートステイは下

記の期間はお休みとなります。 

※緊急のご利用に関してはこの限りではあ

りません。ご相談ください。 

日中活動  １２月２７日（土）～１月４日（日） 

ＴＣ／ＳＳ １２月３０日（火）～１月３日（土） 

ףּ ףּ

ẽ 

Ｑ旧西ドイツで２年間過ごされたそうですね？ 
 

ドイツ北部のビーレフェルトという中都市の、150年近い歴史のある「障がい者の街 ベーテル」といわ

れるところにいました。奥行 2.5㎞、幅 1.5㎞の広大な敷地に、病院や学校だけではなく、一般のお店

も立ち並び、障がいのある人もない人も共に暮らしています。門もなければ、壁も塀もありません。 

（※編集部注：先進的・理想的な福祉の街として知られ、今なお多くの関心を集めています） 

 

Ｑ印象に残っている出来事があれば、教えて下さい。 
 

ある20代の若者と毎週のように、地域で開かれるいろいろなテーマについて話し合う青年教室のような

場に出かけていました。ある日彼に、「地域には元ベーテル内の施設に住んでいた人たちがたくさんい

るのに、あなたはベーテルを出たいと思わないのか？」と聞いてみました。彼は私にわかりやすくゆっ

くりと、答えてくれました。「ベーテルには目に見えないが高い壁があるんだよ。ベーテルを生んだド

イツ社会の中にも差別や偏見があり、一人で暮らすのは難しく、ベーテルで結婚し市内のグループホー

ムで暮らすカップルの中には、社会生活に耐えられず自殺する人もいるんだ…」と、彼は空を見ながら

煙草の煙をフーッと吐き出しました。 
 

ベーテルにもあった‘壁’とは何なのでしょうか…その答えにたどり着くために、もう少しお話を伺っ

てみたいと思います。 

 


